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受講生の学びをサポートするチューター制の導入
受講生の学びの基礎資料だけでなく実務家教員としてのア
ピールのための実務領域診断カルテ（ポートフォリオ）の開発

学びを支えるためのチューターおよび大学スタッフの研修

実務家（受講生）の派遣
教育のためのフィールド
（実務現場）の提供

研究教員の（実務）研修の受入れ

基本コースと専門コースの提供
実務家教員が活躍する科目
（カリキュラム）の提供

連携
企業・NPO等

波及効果

名古屋市立大学
連携校：岐阜薬科大学

高知県立大学
中京大学

波及効果

進化型実務家教員の養成
企業実務の最先端を大学で学生に教える

企業実務の最新動向を
企業で若手ビジネスマンに教える

未体系の実務領域（新学術領域）の
共同研究と教育領域の開拓

☆教育力の向上
☆研究力の向上
☆産学連携の推進
⇒大学の魅力度アップ

☆即戦力の確保
☆企業内教育力の向上
☆中堅・ベテラン社員の
⇒能力・モチベーションの向上
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【基本】
e-Leaning＋スクーリング

【専門】
スクーリング

ソーシャル
デザイン力
養成 多職種連携

PBL演習
（基本コース）

大学人基礎力
養成

１
２

３

多職種連携
PBL演習

（専門コース）

４ ４つの
専門コースへ

５

（SDGｓ/ESD、
データサイエンス領域）

実務領域診断カルテ

［キャリア形成の特徴把握］

CHECK①

実務領域診断カルテ
［専門科目・PBL
教育指導力の把握］

CHECK③

○経営実務
○減災・医療
○心理カウンセリング
○スポーツ実務

実務領域診断カルテ

［教育指導力・
場づくり力の把握］

CHECK②

段差の研究・指導力リカレント・コミュニティ
「ワークショップ」×「実務領域診断カルテ更新」

人材エージェント
登録等

進化型実務家教員養成プログラム 学修プロセス

受講決定

新しいトレンド・新学術領域を学
び、自分の経験の価値を捉え直す

実務経験をPBLの現場で活かす術を学ぶ
①参加者分析／②目標実現に向けたプロセス・デザイン

理論で経験を分析する
実践の理論化・構造化

大学人とは／進化型実務教育とは
教育指導とは／研究指導とは
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「安定して発揮できる能力」を構造化する

組織間連携力
（組織開発力）

人材育成力
（人材開発力）

経験の体系化力
情報収集・
整理・活用力 教育技術力

知の発信力
（知識創造力）

継続学習力・
研究力

タイムマネジメ
ント力

コミュニケー
ション力

ITリテラシー実務家教員基礎力

研究者としての活躍 教育者としての活躍 社会貢献者としての活躍

進化型実務家教員の４つの活躍領域

学内運営者としての活躍

実務経験から
安定して発揮
できると判断

 大学教員の４つの使命と「安定して発揮できる能力」を関連づけして構造化する

出典：名古屋市立大学「進化型実務家教員養成プログラム」ワークショップ 実務領域診断カルテ開発の中間報告Joyworks資料(2020年10月21日)
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受講生の意見より
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TEEP修了後の大学における活躍の機会

• 共同講
座 講師

• 非常勤
講師

• 基幹教
員

• 専任教
員

実務教育を重視する大

学で専任教員として採

用され、大学運営にも関

わりながら実社会との

ギャップをなくす教育を担

う。

企業に軸足をおいたまま、

クロスアポイントメント制

度を活用し、エフォートの

一部を大学に置き、専

門的な教育を担う。

大学との産学連携におい

て共同講座を創り、学生

及び若手社員に対し実

践的な教育を担う。

専門教育・キャリア教育

等の科目で、実務経験

から得られた知見を言語

化して伝え、専門性を生

かした教育を担う。

TEEP例：マーケティ
ング論担当教員
(2022年度より)

TEEP例：実践キャリ
アデザイン担当教員
(2023年度より)

TEEP例：地域課題解
決プログラム教員
(2023年度より)
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受講生・修了生の推移(人)

(年度)

モニターによ
るプログラム
検証時期

受入開始

14人

33人

62人(見込)

実務家教員
として活躍す
る修了生数

3人 8人
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修了生の姿より



NAGOYA CITY UNIVERSITY Graduate School of Economics / Faculty of Economics



NAGOYA CITY UNIVERSITY Graduate School of Economics / Faculty of Economics



名古屋市立大学 大学院経済学研究科・経済学部
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大学改革を担う実務家教員フェア
進化型実務家教員養成プログラム《これから》

2023年12月20日(水)

名古屋市立大学 学長補佐 大学院経済学研究科 教授
鵜飼 宏成

（TEEPコンソーシアム実施委員会委員長）

名古屋市立大学・岐阜薬科大学・高知県立大学・中京大学
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「進化型実務家教員養成プログラム」の構造

【2段階の履修証明プログラム】

基本コース
（e-ラーニング+オンライン講義+演習）

⇒
専門コース（５コース）
（大学院科目等履修+演習）

（狙い）
・教育/研究指導力の修得
（大学教育概論、教育･研究倫理、 研究指導論、
大学教育実践演習、持続可能な社会構築論、
ソーシャル･ デザイン プレゼンテーション等）

・探求心を育てる教育の場づくりと課題解決力の修得
（多職種連携PBL演習として実践）

（狙い）
・専門性を高め研究力を修得
（各コース指定科目内より、受講生のストロング
ポイントを伸ばし、ウェークポイントを克服する
科目の選択履修）

・産学官民共同で社会課題克服のプロジェクトを創出
（多職種連携PBL演習として実践）

60時間以上の講義（e-ラーニングを含む）
+15～20時間の演習

3科目6単位相当以上の履修
+2単位相当の演習

実務領域診断カルテ(ポートフォリオ）を活用した実務家教員基礎力の判定とフィードバック
（実務経験の特長をはっきりさせ、基本コース、専門コースでの学修成果を記録し続ける）
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2023年度　　TEEP基本コース　　スケジュール概要 2023.4.1

4月 5月 6月 7月 8月 9月

【ガイダンス】

①4/6(木) 18:00～19:30

（2号館3F アクティブラー

ニング室）

【研究指導論】

②5/11(木)  19:40～21:10

（２号館 3階 CAL教室）

③5/18(木) 19:40～21:10

　グループA/B

④5/25(木) 19:40～21:10

（２号館 3階 CAL教室）

【大学教育実践演習】

⑤6/1「令和の大学入門」

⑥6/8「アクティブラーニン

グの基礎」

＊⑤⑥は動画視聴にて代替

⑦6/15木) 19:40～21:10

　グループA/B

【大学教育実践演習】

⑧7/13(木)19:40～21:10

  グループA/B

⑨7/20(木)19:40～21:10

  グループA/B

⑩7/27(木)19:40～21:10

  グループA/B

【大学教育実践演習】

⑪8/3(木)19:40～21:10

  グループA/B

⑫8/10(木)19:40～21:10

　グループA/B

【ソーシャルデザイン・プレ
ゼンテーション】

⑬⑭8/24木)18:00～21:10

●9/1(金)最終レポート提出

【全体講評】

⑮9/7（木)18:00～19:30

【修了証授与式】

10/5(木)滝子ｷｬﾝﾊﾟｽ 1号館

動

画

視

聴

●4/7（金）～4/28（金）

「大学教育と進化型実務家教

員」「教育・研究倫理」「研究

方法論」の8項目（4/28までに

視聴した7項目以上の動画視聴

レスポンスシート提出）

●4/7（金）～4/28（金）

日本学術振興会の研究倫理e-

ラーニング受講(4/28までに修

了証提出)

●5/1（月）～5/22（月）

「持続可能な社会構築論」の

10項目（5/22までに視聴した7

項目以上の動画視聴レスポンス

シート提出）

●6/1（木）～6/28（水）

「ファシリテーション」「研究

と論文」の4項目（6/28までに

動画視聴レスポンスシート提

出）

ス

ク

ー

リ

ン

グ

【持続可能な社会構築論】

5/31(水)・6/7水) 18:00-

19:30

6/21(水) 18:00-19:30

6/28(水)・7/5(水) 18:00-

19:30

（２号館 3階 CAL教室）

実務領域診断カルテヒアリング

面談（4月中旬）

4/6（木）テーマ別担当教員決

定に向けたグループ分け

・研究指導論

・大学教育実践演習

・多職種連携PBL演習

第1回実務領域診断カルテ

フィードバック(5月上旬）

〔個別に時間を設定〕

読書会 第1部（5/23 19:00-

20:30）

推薦図書：「実務家教員の理論

と実践」

発行：学校法人先端教育機構社

会情報大学院大学出版部

 第2回実務領域診断カルテ

フィードバック（6月上旬）

〔個別に時間を設定〕

読書会 第2部（6/23 19:00-

20:30）

・専門コース(経営実務）選択

科目相談

読書会 第3部（7/25 19:00-

20:30）

第3回実務領域診断カルテ

フィードバック（8月上旬）

〔個別に時間を設定〕

第4回実務領域診断カルテ

フィードバック（9月下旬）

〔個別に時間を設定〕

都市課題

プロジェクト研究

大学院人間文化研究科

都市政策コース科目

（〇内数字はシラバスの

授業回数）

来校授業

ZOOM対応

チュートリアル／

実務領域診断カルテ

事

前

学

習

多職種連携PBL演習

・事前研修（2回）日程未定

・実習 ワークショップ（2日間）日程未定

・事後研修（1回）日程未定

チューターへの相談（随時）

＊PBL演習は鵜飼クラスと稲場クラスのどちらかを選択して受講。

鵜飼クラス 「次世代エネルギーワークショップ」

事前研修、見学、ワークショップ、事後研修

（主として平日夜間、および土日に集中講義として実施）

稲葉クラス 「まちづくり論」

事前研修、ワークショップ、事後研修

（研修は平日夜間、ワークショップは平日日中の集中講義）

担当教員は

5/31 6/7 曽我、

6/21 三澤、

6/28 7/5 渡邊

担当教員は

グループA 川本、

グループB 鵜飼
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2024年度《専門コース》

名古屋市立大学主導

経営実務コース

減災・医療コース

まちづくりコース
New！

中京大学主導

心理カウンセリング

コース

スポーツ実務コース
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2024年度《専門コース》名古屋市立大学主導

経営実務コース(定員5名）

基本コースを修了し、起業やマネジメント経験のある人向け
経営実務の経験をわかりやすく教える力、プロジェクトの企画・設
計をする力、学生の主体的な探求を支援する力を養います。

減災・医療コース（定員5名）

減災・医療にかかわる職種で一定の実務経験がある人向け
減災・災害医療の基礎知識を学び、災害時に職種や組織を横断し
てリーダーシップを発揮できる力を養います。

まちづくりコース（定員3名）

基本コースを修了し、地域課題解決に関心のある人向け
法学・政治学・行政学・都市社会学等のまちづくりや都市公共政策に
関わる領域の高度専門人材を育成します。
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2024年度《専門コース》中京大学主導

心理カウンセリングコース(定員5名）

基本コースを修了し、心理系の臨床、対人支援経験のある人向け
心理系大学教員に求められる基礎を学び、学生が個人・集団に対して適切に
援助できるようになるための指導力を養います。

スポーツ実務コース（定員5名）

競技実績があり、スポーツ指導者を目指す人向け
スポーツ指導者に求められる理論・実技指導・スポーツ科学を学び、競技経
験を活かして指導できる力を養います。

※スポーツ実務コースは内容をリニューアルするため2024年度は募集しません
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TEEP修了後の大学における活躍の機会を小中高大の教育機関全体へ拡大！

• 共同講
座講師

• 非常勤
講師

• 基幹教
員

• 専任教
員

実務教育を重視する大

学で専任教員として採

用され、大学運営にも関

わりながら実社会との

ギャップをなくす教育を担

う。

企業に軸足をおいたまま、

クロスアポイントメント制

度を活用し、エフォートの

一部を大学に置き、専

門的な教育を担う。

大学との産学連携におい

て共同講座を創り、学生

及び若手社員に対し実

践的な教育を担う。

専門教育・キャリア教育

等の科目で、実務経験

から得られた知見を言語

化して伝え、専門性を生

かした教育を担う。

TEEP例：マーケティ
ング論ｚ担当教員
(2022年度より)

TEEP例：実践キャリ
アデザイン担当教員
(2023年度より)

TEEP例：地域課題解
決プログラム教員
(2023年度より)

大学教員

TEEP修了生

理論と実務
の融合

教育委員会がブリッジとなり

小中高の学校にて共同授業
（例：キャリア、サイエンス）
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名古屋市立大学の方針：リ・スキリング＆リ・カレント(2種類の学び直し)

●まちづくりコース

●〇〇〇コース(E大学)
●〇〇〇コース(F大学)
●


